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☆私は料亭「ヒカリヤ」での実習の中で、「和のおもてなし」を 2つに分けて考えてみ
ました。
第 1には、日本人としての「礼儀作法」です。
・先ずは「室礼」です。「室礼」とはお客様のいるお部屋と、お客様に対して「礼」
をする意味があるものだと、いうこと。
・次に、「席順です。上座・下座の存在を意識して料理を運ぶこと。
・更に、「料理」の出し方（右出し左下げ）、そして「指先・立ち振る舞い」での気の
配り方、等 1つ 1つの動きに意味があることを学びました。
第 2には、「マニュアルを超えたおもてなし」です。それは頭で考えるのではなく、
心で動くことです。この写真をご覧下さい。これは私達が実際に目にした事です。その
日婚礼披露宴が料亭内で行われていました。
写真は新郎新婦が中座から戻る時の写真で、料亭の若女将が座敷に戻る新郎新婦を見
守っているのです。若女将が襖を開き、2人が完全に部屋の中に入るまで 1度も目を逸
らすことなく、まっすぐ 2人を見守り続け襖が閉じられると一礼して立ち去りました。
これを見た時、私はこれが「ヒカリヤ」の「頭で考える」のではなく、「心で動くも
てなし」なのだと鳥肌が立ちました。新郎新婦の門出を祝うのでなく、見届けるという
役も担っているところに、「頭で考える」のではなく、「心で動く」もてなしを感じたの
です。
こうした経験は学生達には「理論」ではなくストレートに心へ「衝撃」を与えたのではな
いか、と思います。正に学内にいては見ることも、実際に経験することも出来ないことであ
り、また日頃の生活習慣に於いてもなかなか教えられるものではありません。
もし衝撃的な瞬間を味わった学生達には貴重な体験学習であったと言えます。
83.　最後に
「産官学連携ゼミ」は長期インターンシップを基に実践プログラムとして構成したもので
す。実習先で体験して得た課題や問題点を持ち帰り、調査研究をした上でゼミに持ち込み、
徹底的に論議します。そこで導き出した答えを再度実習で試みたり、実習先の企業へフィー
ドバックしたりします。
大学は正にこのような企業とのやり取りを通して課題の克服を可能とすべく「考える力」
を養うことが求められているのではないでしょうか。そもそも実践を通してこそ様々な課題
や問題点を見出すものです。「理論」と「実践」の融合こそこれから益々求められるものと
考えられます。
教育改革の一環として今後「産官学連携ゼミ」が大きな成果を生み出すことを期待するも
のです。
